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保険者機能強化推進交付金・介護保険保険者努力支援交付金 

 

①保険者機能強化推進交付金 

・平成 30 年度に創設された国の市町村に対する交付金。市町村の様々な取組の達成

状況を評価できるよう客観的な指標を設定し、高齢者の自立支援、重度化防止等に関

する取組を推進する。 

 

②介護保険保険者努力支援交付金 

・令和２年度に創設された国の市町村に対する交付金。①について、介護予防・健康

づくり等に資する取組を重点的に評価する。 

 

【交付金の配分】 

・市町村ごとに、評価指標の達成状況に応じて交付される。 

 

【令和４年度の状況】（詳細は次ページのとおり） 

・Ⅱ（１）（２）、Ⅲ（１）（２）中心に、高い点数を得ており、①②合計 1,297 点

で、県内４番目。 

・一方で、Ⅰ（支援）、Ⅱ（７）が低い。 

Ⅰ･･･自立支援、重度化防止等に資する施策の見直し、改善等 

Ⅱ（７）･･･要介護認定者の平均要介護度の変化率が、全保険者の上位何割に 

属するのかの評価。 

→短期での指標向上が困難なものもあるが、その他の項目も含め、第９期計画

策定に向けて指標項目の取組を検討し、指標数値の向上を図る。 

 

【交付金の額と活用】 

・介護保険特別会計で実施する、地域支援事業、保健福祉事業等で活用するとされてお

り、本市では次の事業の介護保険料（第１号被保険者）負担分に充当している。 

年度 交付金の額 活用 

令和２年度 ①18,673,000 円 

②17,008,000 円 

合計 35,681,000 円 

・地域包括支援センター運営事業 

令和３年度 ①19,388,000 円 

②18,034,000 円 

合計 37,422,000 円 

・介護予防生活支援サービス事業 

・訪問等介護サービス確保対策交付金 

令和４年度 

（予算） 

①17,449,000 円 

②16,230,000 円 

合計 33,679,000 円 

・介護予防生活支援サービス事業 

・訪問等介護サービス確保対策交付金 

・在宅福祉衛生材料（紙おむつ）支給事業 

 

資料④ 
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